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StaudardPoSSilSである・Aナ玖融の蔽紬の化石

はPalaeozoicEraにも稀に発見されるが，

MesozoiEeraに於いて，その繁栄のAclu色に達

している・そこでその種類も，その数も頗る多

く，且，世界各地に分布している．

処が，CaiTlOZoioEraのPalaeoceneにな

ると全く，その要を見せないのである．だから

A椚聞物磁軸を産する地層はMeSoZoicEraの

ものであると決定づけられ，且，AIeSeZoieEra

のSはndardPoSSilSとされている所以である．

MesozoicEraはA仞調加お加の棲息に最適

な自然環境にあったことは否定出来ない・然

し，その自然嚢境も漸移性をもって変化したも

ののようである・そこで，その影響性が，

A仞㍑θ如才βの生態性に直接影響してあるのも

当然である・その最も顔晋なものの一っとして

知られてあるのが，S11tllrelil1eの変化である・

、最初は極めて簡単な波状の曲線であるが，漸次

複雑化して最後は，第8図に見る様な模様状を

里するにいたっている・このS11t11reliⅠleと

いうのはA〝乃喀θπiβの体室内の隔壁が外殻

にあらわれたものであって，進化するにつれて

各種の生態的機能も複雑化して分業的となり，

多くの室に分れたものと考えることが出来る．

最も単純なものはMesozoicEra，の鼓も古い

TriassicPerioiの最下部よりCythic

T－adillic，Rh0etic，JurassicPeriodでは最

－下部よりBlackJllraBrolVnJllrawhiteJllra

と漸次複雑化しているようである．戯L

A仞仞θ柁Zわの黄金時代といわれているのは，

MesozoicEraの最も新らしいCretaceollS

Periodであって，下部のNeoCOmiatlか

ら，その上のCenonania11そして最上位の

LeIlOniatlと層序がなっている．このLeⅠlonian

には，第6図に見るように複雑な模様状を呈し

ている・

以上の時代区布は単にA〝刀嗜θ〝geのSutlげe

liIleの変化によってのみ決定されるものでは

なく，水成岩石の種類や，変動の状悪や，其の

他のPOSsilSによって綜合的に決定づけられた

ものであることは勿論である．
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A醜映昭兢日も今日熱帯の海洋中にニ現存する

鶏鵡貝やタコブネなどと同じ類の所謂頭足類の

貝類である．第7．図はよくこれを示している・

かくの如き偉大なものが，しかも，世界各地よ

り殆んど破壊されることなく保存されて生産す

るということは，一っの驚異でもある・これは

MeSoZoieEraの静穏性を物語る証拠である．

MeS0ZoicEraは過激な変草と激動的な運動に

支配されたPalaeozoicEraやCaitloZoicEra

とは比狡出来ないほど，静穏性と緩慢性とによ

って地層が構築され，生物もおだやかに充分成

長したものと思われる・だから地質時代の番手

期とも称されるわけである．

第3図に見るように整合性が特徴でもある．

岩質は概ね石灰岩・白雲砦・貢砦・泥灰岩・粘

板岩・砂岩・礫岩，時には石膏・岩塩・石炭等
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る．地方人はこゝをアブイ海岸とよんでいる．  

アヅキ海岸よりの転化ならんとも考えられる．  

叉，この海岸には食絶としている巻貝が多く収  

穫される．これをツブとよんでいる．ツブがと  

れるからであらう．だからアブイのことを別に  

ツブタともよんでいる．A珊瑚戚加はツプに  

似ているというところから，地方人はツブの親  

を発見したなどゝいつている．まったく言皆破約  

である．   

この地域は八戸線の終駅久慈駅よりでる普代  

マイタ 行の国営バスが停留断とする．陸中米田のすぐ  
そばである．化石の発見はこの米田部落の米田  

濾吉氏である．氏は半農半漁の職業をもってい  

る．昭和皇4年アイオン腐風のあと漁猟の帰路，  

ツブタよりこれを発見し自宅に持参しておいた  

ものである．その後久慈町に供された展覧会に  

出品して人目をひき，その後ほ野田村盛業協同  

組合の土間に置かれてあったのを筆者が玉川地  

域調査の際これを知り．当学研究室に持参せる  

ものである．  
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第6図は当学併有のA研劇物雇ねの写真であ  

る．厚さ27em 直径59em 重さ155kg 巻  

方は左巻で，三春である．中心部及二審面には  

SutllrCline が見事に出ている．この一部を実  

物大にしたのが，第8図である．この A招調－  

βガ∠gg ほ Cretace11S 王’eri（通 の最上部を占  

める SeIlOni乏m 時代のもと推測される．それ  

ほ早坂博士（l）による PacIlydisc11S と殆んど等  

しいからである．加ゎnobe・ga．11－a Valley 産の  

Cenol℃ani乱n時代のぞ払紬虜虎d銅坑和椚厄紛糾こも  

極似する（ワ）．そこでA耽勒聯路eには多くの種  

類があるが，野田産のものはCenolごほけ1ia11から  

ぎeIlOni乱丁lにわたって慰盛を極めた北海道産と  

同種のPαCゐydgざCα5であろうと推測される．   

次にこの化石のよさは，顔見類であるという  

ことを明瞭に示してあることである．即ち，タ  

コやイカの類であるから，その脚の太さなどを  

察知することの出来るまで完全である点である．  

叉 S11t11relille が中心部より遠いところでは  

の成層性を形成する併もある．  
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岩手県の東北端を占める地域が九戸郡で，そ  

の南部海岸に画した村が野田柑である．野田湾  

というのほ，三崎・真崎問をいう場合と，三崎●  

堀内聞をいう場合と，十府浦だけをいう場合と  

がある．こゝでは，三崎・堀内問を指すことに  

する．   

三陸海岸の北部には，田山博士の研究による  

海岸段丘が卓越してある．第1図のCが，第4  

図の写真Cで実にみごとである．この束端ほ断  

層崖であって，第1図Bの位置が，第4図写真  

のB点である．こゝは自重の地層が断層崖とな  

って紺碧の海面に浮かんでいる．第9図写真は  

玉川断層崖の北端である．   

この断層崖ほ，責暗までつづき港岸段丘の東  

端である．第9図のA点の北端が，第虫図写真  

のAlであり，第3図写真A2ほAlのすぐ南につづ  

くものである．Alは自重の水平層の整合両を  

示し，A宏はA欄肌戚領！を包蔵してあった位  

置を示したものである．即ち，直立せる人は採  

集着であり，この人の意の位置にあったのであ  

る．   

第1図に於いて，断層崖C．B問に個性豊か  

な久喜の海岸がある．B．A問ほ十府浦とよぶ  

野田の海岸で砂浜の連続であり，防潮林を背後  

とする海水浴場でもある．太平洋戦争中は第5  

図に見るような製塩の竃が建てられて，時なら  

ぬ製塩街をつくり，野闇塩の声価をあげた所で  

もあるが今はその面影さえない．   

玉川断層崖は殆んど水車で下部ほ砂質粘板岩，  

その上に5m余の粘坂岩，鮎ユ～3mの頁岩，1乱m  

～14mの大礫を含む砂質泥坂岩である．これ等  

の地層ほいずれも整合性であるので，沈積当時  

の静穏性を窺知するに充分である．この断層崖  

下の玉川部落には長貝の堆積層が露出している．  
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第1図A点，第望，3図写真地域の断層崖下  

にほ；小豆大の美しい小石が磯浪に洗われてい  

叫 9l－   
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模様状でほなく縞状になって起伏あることも，  

このものの生悪性の変化を究明する好材料たり  

うるものである．  
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この A研凋捌虜ね の発見によって地質学著  

が主張して来た九戸海岸の地層が，CretaeeollS  

Period のものであることや，北海道と連継的  

構造をもっているということを明確に実証する  

好材料たることを示すものである．   

最後にこの化石を当学の研究室に贈らるゝま  

でに細高配下さった小田璧太郎氏・小田まき氏・  

小田実美氏・小田照夫氏・米田瀬音氏等に対し  

謝意を表するものである．  

託：（1伸 二奴 一 郎  日本地史の研究  

p・84－p・15l▲   

r2）東北帝国大畢理畢部地質畢古生物撃教室編  

日本簡準化石固・  
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As tIle Aタ紹招0招g∠β ba（l】・e壬もeIled tlle  

highest poiて1t Of prefection ollthelarge  

SCale i11the Cretaceous Period of the  

M毎ozoic Era，IlumerOuSkillds are distributed  

a1lover the world．ATld so theY arC  

rcgarded as the sta‡1dard fossils of the  

ユーesozoic Era．  

Those fossilsll・（）re fouIldillthe（ヱhalk－  

bed w‡1ellthe eoast falllt sca叩i－1No（1a  

Villege，KunoheI）i＄trict．Iwate PrefectllrC  

WaSdisitltegrated by the storminsel）t・1949  

and eacIl fossilis 望7 ceIltimeters itl  

抽iekIleSS59centimeters illdiameter a11d  

1代igもsl15 kilogr乱mS a11｛lもas、VO】1・leげIlll  

即It11reliTleS OIlits sllrface．  

They have the■SamefeaturesasPuzosia  

dg〝∠ぶ0〝g〃〝α Of CellOina11ia．11 壬も11d as  

PαC吻dオざCαざOf Senoniail．  

取ItStratiきぎra】）hically sl）eaki喝，IthiI11（  

that theY are jllSt the sa－ne kind as  

PαC励dオcαざiIlIiokkaid6．TIlerefore tIlis  

fi11di噂Of those fossils brill節 aileVi（lence  

to corroboratelny belief that ■抽e coast  

regioIliTIKll11011e COIISistsof仏e strat11mi11  

仏e Cretaceo11S‡｝eでiod乱ndis eoll11eCted wit壬I  

tIle Strat11mi11ⅠIokkaid6．  

ー92－   
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野 田 湾 岸 地 域  第1図  
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箪2岡 ∃三川断層梅子キ≒山北端  （筆者掘影）   

第3開 化石産出地鮎に立てる化石採集者（ 〝 ）   

第4岡 三 略 海 岸 段 丘  （ 〝 ）   

麓5岡 野州毎岸十麻′浦製應街  （ ケ  ）   



第 掛 図版  

丁▼  

；1・i6摘 採 簸せ る 菊右仝両■（1㍉）（筆者撮影）  

弟：7岡 頭姓類たるを示す鴇の菊欄働梱（t′′り （〝）  

第8開 港脊綜′j・賢かきを示す（ リー） （〝）   




